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書
評松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
る
政
党
の
成
立
」
鋲
西
d匡
也
t土
し
カミ
き
本
書
に
対
し
て
本
格
的
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
は
、
私
に
は
到
底
不
可
能
に
近
い
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
は
、
数
少
い
政
党
史
研
究
者
の
中
の
一
人
で
あ
る
著
者
が
最
も
得
意
と
す
る
テ
l
マ
ば
か
り
で
あ
り
、
私
自
身
こ
れ
ら
の
領
域
に
つ
い
て
は
殆
ど
入
門
以
前
の
素
人
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
著
者
自
身
も
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
て
い
る
通
り
全
体
の
構
成
が
大
体
に
お
い
て
通
史
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
学
問
的
批
判
の
対
象
と
し
て
こ
れ
を
考
察
す
る
と
き
は
殊
更
に
そ
の
難
し
さ
を
感
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
本
書
の
内
容
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
て
断
片
的
な
感
想
を
加
え
る
こ
と
で
私
の
責
を
ふ
さ
ぎ
た
い
と
思
う
。
本
書
の
内
客
著
者
は
、
「
政
党
は
近
代
民
主
政
治
の
鏡
で
あ
り
、
そ
の
政
党
が
い
か
に
芽
ば
え
、
い
か
に
発
達
し
て
き
た
か
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
一O
三
東
洋
法
学
一O
四
そ
の
国
の
近
代
政
治
の
展
開
過
程
及
び
特
質
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
そ
こ
に
、
「
吾
が
国
に
お
け
る
政
治
の
後
進
性
の
根
源
を
探
る
一
つ
の
手
が
か
り
」
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
の
内
容
は
、
明
治
七
年
の
愛
国
公
党
と
こ
れ
に
連
ら
な
る
自
由
党
、
改
進
党
の
創
立
、
解
党
、
や
が
て
其
の
後
に
来
る
大
同
団
結
運
動
の
昂
拐
と
そ
の
凋
落
・
議
会
政
党
の
成
立
に
至
る
、
明
治
二
四
年
ま
で
の
政
党
史
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
椛
成
は
五
章
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
・
第
二
・
第
四
章
が
自
由
党
に
つ
い
て
あ
て
ら
れ
て
お
り
第
三
章
は
改
進
党
、
第
五
章
は
大
同
団
結
運
動
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
次
に
順
を
追
っ
て
簡
単
に
そ
の
内
容
を
要
約
紹
介
し
よ
う
。
第
一
章
政
党
の
萌
芽
|
|
愛
国
公
党
の
結
成
(
一
l
l
一一一一一頁〉
こ
の
章
で
は
、
日
本
の
最
初
の
近
代
的
政
党
の
芽
ば
え
と
も
云
う
べ
き
愛
国
公
党
の
発
生
か
ら
、
そ
の
消
滅
ま
で
の
い
き
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
著
者
は
、
政
党
の
発
生
、
成
立
の
条
件
を
省
察
し
た
後
、
明
治
維
新
政
府
の
確
立
、
そ
の
諸
落
連
合
政
権
と
い
う
性
格
の
故
に
内
合
す
る
諸
矛
盾
、
其
処
か
ら
必
然
的
に
発
す
る
首
脳
部
相
互
の
努
力
対
立
、
や
が
て
征
斡
論
を
き
っ
か
け
に
し
て
生
じ
た
分
裂
が
、
愛
国
公
党
を
生
み
出
す
直
接
の
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
、
愛
国
公
党
が
結
成
さ
れ
た
歴
史
的
経
過
、
事
情
を
詳
述
し
た
後
、
同
党
が
、
下
部
組
織
の
貧
困
さ
の
故
に
自
然
消
滅
す
る
そ
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
い
る
。
次
い
で
愛
国
公
党
の
綱
領
、
政
策
、
組
織
、
活
動
の
枚
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
著
者
は
、
「
:
:
:
こ
の
政
党
は
、
こ
の
組
織
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
過
か
ら
み
て
、
当
時
の
政
府
と
の
派
間
的
対
立
抗
争
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
公
共
性
を
も
た
な
い
原
因
か
ら
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
し
て
い
る
近
代
的
意
義
に
お
け
る
政
党
と
看
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
第
二
章
自
由
党
の
創
立
つ
一
三
一
良
l
九
四
頁
)
本
立
に
お
い
て
は
、
ま
づ
自
由
党
の
成
立
過
程
が
立
志
社
↓
愛
国
社
路
線
、
県
議
路
線
、
そ
れ
か
ら
中
央
政
府
の
動
向
、
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
立
過
程
は
、
立
志
社
の
創
立
(
明
治
七
年
四
月
)
か
ら
立
志
社
建
白
お
よ
び
西
南
戦
争
の
終
結
に
至
る
第
一
の
準
備
段
階
と
、
再
興
愛
国
社
大
会
か
ら
自
由
党
の
創
立
に
至
る
第
二
の
段
階
と
に
分
け
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
先
づ
第
一
期
の
段
階
に
つ
い
て
述
べ
る
。
元
来
、
立
志
社
の
活
動
と
い
う
も
の
は
、
経
済
的
な
窮
乏
に
よ
っ
て
没
落
し
て
行
く
士
族
の
自
力
救
済
を
中
心
と
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
や
が
て
経
済
活
動
か
ら
政
治
活
動
を
主
と
す
る
方
向
に
傾
斜
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
当
時
の
中
央
政
府
の
状
況
は
、
政
府
部
内
の
権
力
機
構
に
お
い
て
は
寡
人
専
制
化
の
過
程
で
あ
り
、
そ
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
議
院
法
の
公
布
、
大
阪
会
議
、
地
方
官
会
議
の
際
の
元
老
院
章
程
を
め
ぐ
る
論
争
な
ど
の
一
連
の
も
の
に
集
約
、
ベ
つ
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
結
局
高
ま
り
来
る
民
間
民
権
運
動
に
関
す
る
対
応
策
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
此
ら
政
府
上
層
部
の
論
争
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
民
間
の
政
論
と
言
論
は
、
や
が
て
詑
誘
律
の
制
定
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
の
中
で
板
垣
は
下
野
し
、
立
志
社
は
、
政
社
と
し
て
の
木
来
的
な
使
命
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
一O
五
東
洋
法
学
一O
六
と
こ
ろ
で
西
郷
の
挙
兵
は
、
い
た
く
立
志
社
に
動
揺
を
来
す
原
因
と
な
っ
た
が
、
結
局
、
そ
れ
は
や
が
て
「
立
志
社
建
白
書
」
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
辺
白
書
は
、
士
族
民
権
の
一
応
の
決
算
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
民
衆
を
背
景
と
す
る
新
し
い
組
織
的
な
政
治
斗
争
へ
の
出
発
点
と
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
つ
づ
い
て
第
二
の
段
階
の
説
明
に
進
む
。
明
治
二
一
年
の
春
以
来
、
植
木
板
盛
等
に
よ
っ
て
愛
国
社
再
興
の
た
め
の
遊
説
が
な
さ
れ
、
秋
に
は
再
興
の
大
会
が
も
た
れ
る
に
至
つ
た
。
だ
が
参
集
し
た
顔
ぶ
れ
は
依
然
と
し
て
不
平
士
族
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
と
も
あ
れ
こ
こ
で
立
志
社
が
運
動
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
イ
ヴ
を
握
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
二
年
一
一
月
の
第
三
回
大
会
に
お
い
て
は
、
河
野
広
中
な
ど
の
参
加
に
よ
っ
て
立
志
社
↓
愛
国
社
路
線
に
変
質
の
き
ざ
し
が
あ
ら
わ
れ
、
よ
り
広
い
組
織
の
下
に
、
当
面
の
課
題
た
る
国
会
開
設
請
願
運
動
に
結
集
し
て
行
く
。
著
者
は
こ
こ
で
、
こ
の
運
動
の
全
国
的
な
発
展
の
基
礎
の
解
明
の
た
め
に
県
議
路
線
の
検
討
を
進
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
明
治
一
一
年
の
府
県
会
規
則
の
公
布
前
後
に
お
け
る
公
選
民
会
開
設
要
求
を
中
心
と
し
て
お
こ
っ
て
来
る
自
由
民
権
運
動
の
別
の
潮
流
で
あ
る
。
B[I 
ち
一
二
l
一
四
年
頃
に
は
、
府
県
会
は
、
地
方
名
望
家
の
反
政
府
的
不
満
の
集
約
機
関
と
し
て
成
長
し
、
在
村
の
奈
良
、
豪
商
の
出
九
巧
者
で
あ
る
県
会
議
員
は
、
県
会
斗
争
の
過
程
の
中
で
自
由
民
権
思
想
を
身
に
つ
け
、
民
衆
の
生
活
に
身
近
か
な
、
地
租
軽
減
、
徴
兵
免
除
等
の
問
題
を
解
決
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
民
衆
の
組
織
化
を
は
か
り
、
大
衆
性
に
乏
し
い
士
族
民
総
論
者
に
と
っ
て
代
る
に
至
る
。
か
く
て
国
会
開
請
設
願
運
動
は
、
愛
国
社
路
線
、
県
議
路
線
の
二
つ
の
潮
流
に
支
え
ら
れ
て
は
い
た
が
、
や
は
り
、
中
心
は
県
議
路
線
で
あ
っ
た
。
愛
国
者
第
四
回
大
会
、
国
会
期
成
同
盟
第
二
回
大
会
と
国
会
開
設
の
請
願
運
動
は
頂
点
に
達
す
る
が
、
其
の
間
の
状
勢
に
お
い
て
、
立
志
社
↓
愛
国
社
路
線
が
後
退
し
、
愛
国
社
内
部
の
新
勢
力
で
あ
る
河
野
広
中
、
松
固
定
守
と
結
ん
で
筑
前
共
愛
会
が
国
会
開
設
↓
政
党
創
立
の
一
線
を
打
ち
出
す
に
至
る
。
さ
て
、
著
者
は
、
こ
こ
で
、
自
由
党
創
立
の
発
議
は
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
を
、
歴
史
的
な
文
献
に
よ
っ
て
考
証
す
る
と
共
に
、
自
由
党
の
創
立
は
、
河
野
広
中
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
東
洋
自
由
新
聞
を
設
立
し
た
山
際
司
の
グ
ル
ー
プ
の
合
同
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
か
く
て
、
明
治
一
四
年
の
大
隈
建
議
、
開
拓
使
官
有
物
払
下
事
件
と
政
府
内
部
は
動
揺
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
自
由
党
の
創
立
は
、
各
種
団
体
の
統
合
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
る
。
し
か
し
大
隈
派
と
板
垣
派
の
妥
協
は
成
ら
ず
、
自
由
党
の
創
立
大
会
に
至
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
立
憲
改
進
党
の
結
成
(
九
五
頁
l
一
一
五
頁
〉
本
章
の
内
容
は
、
改
進
党
の
結
成
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
が
、
叙
述
は
主
と
し
て
人
間
関
係
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
紀
尾
井
坂
の
兇
変
」
に
倒
れ
た
大
久
保
の
死
後
、
政
府
は
内
部
の
補
強
強
化
を
行
っ
た
が
、
内
問
と
諸
省
卿
の
分
離
を
経
て
、
伊
藤
、
大
阪
の
確
執
は
、
一
四
年
、
急
進
的
な
立
憲
政
体
に
関
す
る
大
限
の
上
奏
建
議
に
よ
っ
て
表
面
化
し
、
北
海
道
開
拓
使
官
有
物
払
下
事
件
に
よ
っ
て
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
か
く
て
、
大
限
は
罷
免
さ
れ
、
一
派
は
す
べ
て
下
野
し
、
こ
こ
に
改
進
党
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
改
進
党
は
一
四
年
の
政
松
岡
八
郎
著
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
一O
七
東
背.
法
学
一O
八
変
の
必
然
的
産
物
と
し
て
生
れ
た
の
で
あ
る
が
、
結
党
の
主
役
を
演
じ
た
の
は
、
小
野
梓
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
、
改
進
党
の
有
産
的
性
格
は
、
客
観
的
に
三
菱
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
も
角
も
自
由
党
と
は
全
く
別
の
政
党
と
し
て
、
自
由
民
権
運
動
に
新
局
面
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
第
四
章
自
由
党
の
発
展
と
解
党
(
一
一
七
頁
l
一
四
O
頁〉
木
章
は
、
自
由
党
の
発
展
と
解
党
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
が
、
解
明
は
、
解
党
過
程
の
方
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
こ
れ
を
地
方
の
特
定
事
件
の
み
を
局
視
的
に
み
る
方
法
で
は
な
く
し
て
、
「
全
政
治
情
勢
と
の
関
聯
に
お
い
て
巨
視
的
に
展
望
し
ょ
う
」
と
意
図
さ
れ
て
い
る
。
絞
述
は
、
板
垣
の
外
遊
前
と
外
遊
後
と
に
別
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
四
年
の
国
会
開
設
の
詔
勅
、
主
権
論
等
の
花
々
し
い
論
議
の
状
況
下
で
、
地
方
政
党
の
輩
出
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
中
央
に
お
い
て
は
、
立
憲
改
進
党
、
立
窓
帝
政
党
の
=
一
党
て
い
立
の
状
態
を
呈
し
て
い
た
。
板
垣
は
各
地
に
遊
説
し
て
い
た
が
、
一
五
年
四
月
岐
阜
で
遭
難
し
た
。
一
方
植
木
枝
盛
は
酒
屋
会
議
を
指
導
、
地
方
産
業
家
と
の
統
一
戦
線
を
見
事
に
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
期
の
自
由
党
の
昂
拐
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
さ
て
、
著
者
は
、
こ
こ
で
板
垣
の
外
遊
は
政
府
の
自
由
党
に
対
す
る
分
裂
工
作
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
そ
し
て
そ
れ
を
め
ぐ
る
内
託
、
及
び
自
由
党
と
改
進
党
の
対
立
は
反
政
府
戦
線
統
一
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
そ
れ
が
自
由
党
の
凋
落
の
前
哨
戦
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
民
権
運
動
は
地
方
に
お
い
て
激
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
模
様
を
、
福
島
事
件
、
高
田
事
件
の
概
観
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
可。
帰
羽
後
の
板
垣
の
態
度
は
、
は
っ
き
り
せ
ず
、
ま
た
、
資
金
の
不
足
は
、
関
西
の
党
勢
沈
滞
と
相
い
ま
っ
て
運
動
を
益
々
低
調
に
導
き
偶
々
発
生
し
た
加
波
山
事
件
は
い
た
く
党
首
脳
部
に
動
揺
を
ま
き
お
こ
し
た
。
だ
が
こ
の
責
任
に
対
す
る
板
垣
ら
の
解
決
策
は
解
党
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
専
制
政
府
と
対
決
す
る
と
い
う
本
来
の
政
治
使
命
を
放
棄
し
て
、
あ
ら
た
に
解
党
に
よ
っ
て
内
外
一
切
の
責
任
を
回
避
し
た
」
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。第
五
章
大
同
団
結
運
動
と
議
会
政
党
の
成
立
(
一
四
一
一
良
l
一二
O
頁
)
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
年
代
的
に
は
明
治
二
O
年
一
O
月
の
後
藤
象
二
郎
の
大
同
団
結
の
提
唱
に
始
ま
り
二
三
年
の
立
窓
自
由
党
の
復
興
、
其
の
聞
に
憲
法
発
布
、
第
一
回
総
選
挙
、
第
一
議
会
の
開
設
、
帝
国
第
二
回
議
会
な
ど
|
|
政
府
の
一
連
の
諸
施
策
ー
ー
が
あ
り
、
や
が
て
二
四
年
の
自
由
党
の
成
立
等
に
至
る
期
間
で
あ
る
。
そ
し
て
内
容
と
し
て
は
、
大
同
団
結
運
動
と
、
こ
の
団
結
運
動
を
契
機
に
復
活
し
た
と
こ
ろ
の
議
会
政
党
の
成
立
過
程
と
、
で
あ
る
。
団
結
運
動
に
関
し
て
は
一
七
年
か
ら
二
O
年
一
O
月
頃
ま
で
の
大
同
団
結
運
動
の
「
前
奏
曲
」
時
代
と
、
そ
れ
以
後
の
段
階
に
区
分
し
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
ま
ず
大
同
団
結
運
動
に
関
す
る
在
来
の
評
価
が
余
り
に
も
低
い
こ
と
に
触
れ
、
再
評
価
の
要
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
「
政
党
復
興
の
生
み
の
親
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
自
由
民
権
運
動
の
総
決
算
」
と
し
て
促
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
一O
九
東
洋
法
学
二
O
ま
た
、
立
定
自
由
党
の
議
会
政
党
・
自
由
党
と
し
て
の
変
移
を
近
代
政
党
の
概
念
に
照
し
て
評
価
す
る
。
そ
し
て
紋
述
は
、
後
藤
個
人
の
思
想
と
行
動
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
伊
藤
博
文
・
内
閣
制
度
の
採
用
、
井
上
磐
・
欧
化
政
策
に
よ
っ
て
藩
閥
体
制
の
強
化
の
状
況
の
下
、
明
治
一
七
年
末
頃
の
諸
政
党
の
壊
滅
後
は
、
反
政
府
運
動
は
漸
く
沈
滞
の
一
途
を
辿
り
つ
つ
あ
っ
た
。
改
進
党
は
、
大
限
の
脱
党
後
は
、
た
か
だ
か
党
の
維
持
が
精
一
杯
で
あ
り
、
一
方
旧
自
由
党
は
、
星
享
が
、
わ
づ
か
に
大
同
団
結
を
捉
唱
し
て
奮
斗
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
恰
も
、
反
政
府
運
動
再
出
発
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
、
欧
化
政
策
、
条
約
改
正
問
題
で
あ
っ
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
、
谷
干
城
等
の
条
約
改
正
反
対
意
見
書
の
提
出
を
経
て
、
、
反
政
府
運
動
は
、
三
大
建
白
運
動
に
結
集
さ
れ
る
。
か
か
る
運
動
の
中
心
人
物
と
し
て
、
各
派
大
同
団
結
の
要
と
し
て
出
現
し
た
の
が
後
藤
象
二
郎
で
あ
る
。
丁
亥
倶
楽
部
の
設
立
、
一
部
改
進
党
の
脱
落
、
運
動
の
中
心
は
旧
自
由
党
系
の
手
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
団
結
述
動
は
、
後
藤
自
身
の
パ
ー
ソ
ナ
ソ
テ
イ
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
二
O
年
一
O
月
頃
ま
で
の
段
階
に
お
い
て
は
、
運
動
も
漸
く
絡
に
つ
き
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
保
安
条
例
の
発
布
に
よ
っ
て
運
動
の
主
力
は
地
方
に
移
る
。
以
上
が
大
同
団
結
運
動
の
「
前
奏
曲
」
時
代
で
あ
る
。
一
二
年
春
以
降
、
後
藤
は
専
ら
地
方
遊
説
に
出
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
運
動
は
、
前
年
に
見
ら
れ
る
極
め
て
戦
斗
的
な
性
格
は
影
を
ひ
そ
め
、
地
方
の
古
老
財
産
家
H
紳
士
と
志
士
を
大
団
結
せ
し
め
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
謂
わ
ば
制
限
選
挙
の
も
と
に
お
け
る
議
会
政
党
を
目
ざ
す
団
結
述
動
に
変
質
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
落
問
政
府
の
超
然
内
閣
の
樹
立
。
二
二
年
の
欽
定
憲
法
の
発
布
に
伴
う
大
赦
は
、
福
島
事
件
、
大
阪
事
件
、
保
安
条
例
事
件
等
に
よ
っ
て
下
獄
し
て
い
た
河
野
、
大
井
、
星
ら
を
釈
放
し
、
此
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
大
同
団
結
運
動
は
再
組
織
さ
れ
る
か
に
岡
山
わ
れ
た
が
一
月
一
一
一
一
日
、
後
藤
の
突
然
の
入
間
に
よ
っ
て
迩
動
は
動
揺
し
、
つ
い
に
、
政
社
組
織
派
日
大
同
倶
楽
郎
と
非
政
社
派
日
大
同
協
和
会
に
分
裂
す
る
に
至
る
。
後
藤
は
、
事
態
の
収
拾
の
た
め
後
事
を
板
垣
に
托
そ
う
と
し
た
が
遂
に
な
す
と
こ
ろ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
其
の
後
大
限
の
条
約
改
正
案
に
対
す
る
各
派
の
団
結
、
解
散
等
を
通
じ
て
、
二
三
年
六
月
に
は
各
派
合
同
の
皮
質
倶
楽
部
の
団
結
を
見
る
が
、
更
に
九
州
同
志
会
、
東
北
七
州
会
と
の
連
け
い
に
か
か
る
立
芯
自
由
党
が
設
立
さ
れ
る
。
e
n
-
A
Y
、‘、
φ
ム
ム
μ
一
部
に
は
こ
の
趣
旨
に
賛
同
せ
ず
国
民
自
由
党
を
結
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
各
党
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
、
第
一
回
帝
国
議
会
の
召
集
等
に
あ
た
り
院
内
団
と
院
外
団
と
の
対
立
を
生
じ
統
制
力
の
弱
さ
を
露
呈
し
、
折
角
、
議
員
の
過
半
数
を
獲
得
し
た
に
も
拘
ら
ず
各
党
は
足
並
み
が
整
わ
ず
、
藩
閥
政
府
の
強
引
な
政
策
に
お
し
切
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
立
窓
自
由
党
は
、
党
名
を
自
由
党
と
改
め
、
板
垣
を
総
理
に
推
す
こ
と
に
よ
っ
て
党
の
内
部
統
制
確
保
に
努
力
す
る
。
そ
し
て
板
垣
は
、
院
内
党
員
優
位
、
代
議
士
中
心
の
政
党
を
指
向
し
な
が
ら
、
自
由
党
の
方
向
を
議
会
主
義
政
党
に
見
い
出
す
の
で
あ
る
。
さ
て
著
者
は
、
こ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
議
会
政
党
た
る
自
由
党
と
板
垣
の
と
っ
た
態
度
に
対
し
て
次
の
如
く
評
価
す
る。
即
ち
、
「
板
垣
に
す
れ
ば
、
伎
の
と
っ
た
態
度
は
、
党
の
統
制
維
持
上
致
し
方
の
な
か
っ
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
当
時
の
選
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
東
洋
法
学
挙
制
度
は
、
制
限
選
挙
で
あ
り
、
ま
た
、
憲
法
上
議
会
制
度
は
偏
頗
な
制
度
で
あ
っ
て
、
一
般
国
民
な
い
し
院
外
党
員
と
代
議
士
と
の
閃
一
体
こ
う
し
た
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
こ
そ
政
党
の
任
務
で
は
な
か
ろ
う
か
。
政
党
を
議
会
と
い
う
拠
係
は
、
制
度
上
も
稀
薄
で
あ
っ
た
。
点
に
よ
っ
て
防
護
す
る
の
あ
ま
り
、
政
党
本
来
の
任
務
た
る
代
議
制
の
本
旨
に
も
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
か
く
て
自
由
党
が
、
自
ら
を
議
会
政
党
と
し
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
は
、
近
代
的
政
党
の
本
質
か
ら
そ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
成
iC語、
ホ日
"山
、‘，
唱
E
4
，‘、
以
上
の
要
約
で
も
解
る
よ
う
に
、
著
者
が
本
書
で
取
扱
っ
て
い
る
テ
I
マ
の
中
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
「
第
二
章
、
「
第
五
章
、
大
同
団
結
運
動
と
議
会
政
党
の
成
立
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
方
は
、
こ
の
期
に
お
け
る
日
本
の
政
党
の
発
達
・
崩
壊
・
過
程
を
究
明
す
る
場
合
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
第
五
章
に
お
け
る
「
大
同
団
結
運
動
の
再
評
価
」
は
在
来
、
こ
の
程
の
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
党
の
創
立
」
と
、
と
こ
ろ
で
、
吾
々
は
、
こ
こ
で
次
の
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
近
代
代
議
政
治
、
近
代
政
党
政
治
の
発
達
は
、
必
然
的
に
近
代
資
本
主
義
の
発
達
と
呼
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
民
権
主
義
の
趨
勢
を
確
め
る
た
め
に
は
当
然
に
そ
の
背
景
と
な
り
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
社
会
経
済
的
基
盤
の
解
明
に
そ
の
照
準
を
当
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
期
に
お
け
る
日
本
の
資
本
主
義
状
況
は
一
言
に
し
て
云
え
ば
、
原
始
的
苔
杭
の
時
代
で
あ
る
と
云
い
得
る
。
徳
川
森
藩
体
制
の
中
に
お
け
る
生
産
力
の
発
達
と
そ
れ
に
伴
う
商
品
経
済
の
展
開
は
、
日
本
近
代
資
本
主
義
体
制
へ
の
革
命
的
移
行
を
除
々
に
準
備
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
期
は
既
に
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
と
っ
て
は
、
帝
国
主
義
的
段
階
に
突
入
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
か
く
て
明
治
政
府
に
と
っ
て
の
第
一
の
課
題
は
、
財
政
的
基
礎
の
急
速
な
確
立
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
基
礎
確
立
を
来
し
た
の
が
所
謂
地
租
改
正
を
始
め
と
す
る
一
連
の
施
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
秩
禄
処
分
の
強
行
は
、
其
の
過
程
に
お
い
て
、
封
建
家
臣
団
を
解
体
し
、
地
方
、
そ
の
公
債
は
新
た
な
る
資
金
の
創
出
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
政
府
の
近
代
的
産
業
の
輸
入
・
育
成
・
政
策
も
、
こ
れ
ら
の
財
力
を
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
政
府
は
、
自
ら
多
く
の
官
業
事
業
を
つ
く
り
出
す
と
共
に
殖
産
興
業
を
推
進
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
資
金
創
出
め
た
め
の
不
換
紙
幣
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
同
時
に
政
府
は
草
創
期
に
お
け
る
巨
額
の
財
政
経
費
を
公
債
発
行
(
明
治
九
年
〉
に
よ
っ
て
購
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
金
創
出
策
は
必
然
的
に
信
用
の
膨
張
を
招
き
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
自
体
商
品
経
済
を
発
展
さ
せ
、
原
始
的
蓄
積
を
推
進
す
る
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
や
が
て
明
治
一
三
年
頃
(
一
八
八
0
年
代
)
を
頂
点
と
し
て
紙
幣
整
理
に
よ
る
厳
し
い
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
移
っ
て
、
良
民
か
ら
の
収
率
を
お
し
す
す
め
、
こ
の
課
程
に
お
い
て
不
徹
底
で
は
あ
る
が
農
民
層
の
分
解
を
急
激
に
お
し
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
。
日
本
の
資
本
主
義
の
原
始
的
蓄
積
の
過
程
は
略
々
以
上
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
に
対
応
し
て
、
政
治
的
に
は
維
新
政
府
に
対
す
る
種
々
な
面
か
ら
の
反
抗
・
攻
撃
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
も
の
が
所
謂
自
由
民
権
運
動
H
政
党
運
動
で
あ
っ
た
訳
で
、
始
め
は
不
平
士
族
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
一
・
二
年
頃
か
ら
は
地
租
軽
減
を
要
求
す
る
変
良
を
中
心
と
す
る
良
民
運
動
と
結
び
つ
い
て
行
っ
た
。
や
が
て
紙
幣
整
理
が
進
む
に
つ
れ
て
士
族
・
豪
農
層
は
脱
落
、
会
決
の
暴
動
だ
け
が
残
り
、
動
的
な
反
革
命
を
ね
ら
う
士
族
・
農
民
運
動
で
も
あ
っ
た
。
其
の
上
こ
の
運
動
が
一
応
豪
農
層
に
結
び
つ
き
つ
つ
、
運
動
全
体
が
解
体
し
て
行
く
。
こ
の
運
動
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
運
動
た
る
側
面
を
も
っ
て
は
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
反
「
国
民
」
的
基
盤
を
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
一
一一一
東
rl 
法
学
一
一
四
獲
得
し
た
か
に
見
え
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
し
て
成
長
し
て
行
く
べ
き
第
三
階
級
と
し
て
の
「
国
民
」
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
代
大
工
業
を
中
心
と
す
る
資
本
主
義
の
発
達
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
を
阻
止
さ
せ
る
べ
き
運
命
に
あ
る
も
の
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
こ
の
運
動
が
も
ろ
く
も
凋
落
す
る
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
0
年
代
前
後
、
原
始
的
蓄
積
も
一
応
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
頃
こ
の
運
動
は
終
り
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
私
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
期
に
お
け
る
民
権
運
動
H
政
党
運
動
の
歴
史
を
社
会
経
済
的
下
部
桔
造
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
一
応
の
位
置
づ
け
を
試
み
て
み
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
私
は
必
ず
し
も
「
歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役
割
」
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
歴
史
は
人
間
の
意
識
か
ら
独
立
し
た
客
観
的
法
則
に
よ
っ
て
発
展
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
歴
史
的
必
然
性
の
認
識
は
、
決
し
て
宿
命
論
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
プ
レ
ハ
l
ノ
フ
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
歴
史
的
過
程
は
、
人
間
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
れ
た
個
人
の
創
意
性
の
歴
史
的
過
程
に
及
ぼ
す
影
響
は
決
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
客
観
的
諸
条
件
に
し
た
が
っ
て
、
提
起
さ
れ
た
問
題
を
解
決
す
る
人
間
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
著
者
は
、
以
上
に
お
い
て
私
が
述
べ
て
来
た
よ
う
な
立
場
・
視
座
を
全
々
無
視
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
本
書
中
の
次
の
個
所
に
つ
い
て
見
て
も
充
分
伺
い
知
る
。
即
ち
、
「
本
章
(
第
二
章
自
由
党
の
創
立
)
の
主
た
る
関
心
は
、
自
由
党
の
成
立
過
程
を
近
代
的
政
党
の
成
立
i
と
く
に
そ
の
運
動
と
組
織
ー
と
い
う
面
か
ら
考
察
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
的
、
経
済
的
構
造
の
問
題
は
、
か
か
る
考
察
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
の
み
、
取
り
扱
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
に
(
一
二
ハ
一
以
、
括
弧
内
及
び
伎
十
日
は
mf
者
)
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
と
ら
れ
て
い
る
著
者
の
問
題
関
心
は
、
所
論
究
明
に
関
し
て
の
必
要
な
限
度
に
お
け
る
限
定
的
立
場
の
捉
示
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
第
二
章
に
の
み
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
く
し
て
全
体
・
各
章
に
共
通
の
視
座
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
著
者
は
、
自
由
党
の
解
党
の
原
因
を
党
首
脳
部
の
責
任
回
避
と
い
う
よ
う
な
立
場
に
求
め
、
大
同
団
結
述
動
の
発
展
・
解
体
過
程
を
後
藤
象
二
郎
の
個
人
的
行
動
の
中
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
板
垣
大
助
と
か
大
限
重
信
な
ど
を
中
心
と
す
る
当
時
の
指
導
者
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
民
権
運
動
H
政
党
運
動
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
個
人
の
果
し
た
歴
史
的
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
諸
個
人
の
運
動
も
、
は
っ
き
り
と
、
社
会
的
経
済
的
背
景
と
歴
史
的
諸
条
件
と
の
関
聯
の
上
に
促
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
単
な
る
人
物
往
来
史
に
堕
し
て
し
ま
う
で
は
な
か
ろ
う
か
。
政
党
史
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
政
治
史
の
一
部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
政
治
史
の
一
分
野
で
あ
る
政
党
史
は
歴
史
で
あ
る
と
い
い
(2) 
得
る
。
本
書
が
通
史
的
体
裁
を
そ
の
構
成
上
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
政
党
史
・
政
治
史
が
歴
史
学
の
一
分
野
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史
は
元
来
政
治
史
と
し
て
発
達
し
て
来
た
。
歴
史
は
単
な
る
個
人
の
生
活
で
は
な
く
し
て
、
人
間
の
社
会
的
集
団
生
活
の
上
に
現
わ
れ
る
発
展
の
傾
向
を
以
て
中
心
対
象
と
す
る
。
一
切
の
事
象
は
こ
の
中
心
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
始
め
て
歴
史
的
な
意
義
を
も
っ
。
し
か
し
て
、
人
間
の
集
団
生
活
の
う
ち
最
も
複
雑
な
関
係
を
も
つ
も
の
、
ま
た
、
他
の
生
活
よ
り
も
広
い
舞
台
を
必
要
と
す
る
も
の
、
即
ち
、
外
部
的
意
味
に
て
最
も
代
表
的
な
も
の
は
政
治
を
中
心
と
す
る
現
実
生
活
で
あ
る
。
そ
こ
に
政
治
史
優
越
の
理
由
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
政
治
史
研
究
作
業
上
、
そ
こ
で
と
ら
れ
る
方
法
は
、
考
察
の
要
点
を
事
実
の
外
面
的
関
係
に
重
点
を
お
く
が
故
に
、
時
処
の
関
係
の
決
定
は
殆
ど
些
一
の
変
更
も
許
さ
な
い
程
に
厳
重
な
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
政
治
史
ば
か
り
で
な
く
、
す
べ
て
が
個
別
化
の
学
問
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
程
、
事
象
の
形
式
上
の
単
純
化
は
普
通
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
個
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
一
一
五
東
j手
法
学
一
一
六
別
的
分
析
記
述
が
前
一
安
祝
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
歴
史
の
問
題
は
状
態
の
描
写
だ
け
で
は
な
く
し
て
、
発
展
の
表
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
多
様
の
個
別
を
其
の
ま
ま
に
放
任
し
て
お
く
の
で
は
何
ら
意
味
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幾
多
の
伺
別
事
象
を
互
に
聯
関
的
に
取
扱
い
、
更
に
こ
れ
ら
の
束
を
一
層
大
き
な
意
味
の
統
一
的
・
全
般
的
生
命
に
結
び
つ
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
U
歴
史
で
は
、
全
般
的
生
命
・
歴
史
的
全
体
の
概
念
を
一
層
具
体
的
に
な
い
し
歴
史
的
に
現
わ
す
に
は
「
文
化
」
の
語
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
各
事
実
の
聯
関
を
決
定
す
る
も
の
は
、
時
処
の
客
観
的
関
係
よ
り
も
研
究
者
の
主
観
と
な
る
。
即
ち
、
そ
こ
に
お
け
る
考
察
は
、
内
的
相
互
関
聯
、
統
一
的
生
命
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
認
識
は
、
個
別
化
か
ら
一
般
化
の
方
向
に
進
み
、
事
象
相
互
の
関
聯
よ
り
更
に
一
段
と
高
い
意
味
聯
関
へ
と
移
行
す
る
。
そ
し
て
個
別
的
研
究
か
ら
文
化
史
的
研
究
へ
と
進
み
、
政
治
史
は
文
化
史
に
綜
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
吾
々
は
、
こ
こ
で
か
か
る
綜
合
史
観
が
現
代
歴
史
学
の
潮
流
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
わ
が
国
に
お
け
る
政
治
の
後
進
性
を
採
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
:
:
:
、
政
党
を
:
:
:
」
と
い
う
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
何
に
比
較
し
て
そ
の
後
進
性
な
の
か
と
云
え
ば
、
そ
れ
さ
て
、
本
書
に
お
い
て
、
著
者
は
、
前
述
の
如
く
、
は
当
然
西
欧
近
代
資
本
主
義
国
家
の
民
主
政
治
と
の
比
較
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
明
治
維
新
が
、
先
進
資
木
主
義
国
家
の
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
が
日
本
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
と
い
う
一
事
を
想
起
す
る
だ
け
で
足
り
る
で
あ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
み
て
来
る
と
、
こ
の
期
に
お
け
る
日
本
の
民
権
思
汐
が
、
西
欧
民
主
主
義
の
血
す
じ
の
上
に
関
聯
づ
け
ら
れ
、
(
こ
れ
が
日
本
独
自
の
特
殊
型
態
を
と
る
に
至
っ
た
に
せ
よ
〉
世
界
史
的
に
、
広
い
統
一
的
生
命
の
中
に
、
文
化
史
的
に
、
促
え
ら
れ
て
こ
そ
、
著
者
の
問
題
意
識
に
よ
り
的
確
に
適
合
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
書
の
よ
う
に
折
角
の
状
況
デ
ー
タ
に
よ
る
精
細
な
記
述
に
よ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
集
約
性
の
弱
さ
が
目
に
つ
く
場
合
、
か
か
る
方
0
年
代
を
中
心
と
す
る
自
由
民
権
思
想
の
高
拐
、
第
三
は
、
自
由
民
権
運
動
の
余
勢
と
も
い
う
べ
き
明
治
二
0
年
代
の
民
党
の
活
動
を
背
向
に
あ
る
綜
合
史
観
が
一
つ
の
参
考
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
代
日
本
の
政
治
思
汐
の
展
開
を
明
治
年
代
の
そ
れ
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
第
一
は
、
明
治
初
年
の
啓
史
思
想
、
第
二
は
、
明
治
一
長
と
し
た
言
論
の
展
開
、
第
四
は
、
明
治
三
0
年
代
に
お
け
る
社
会
主
義
思
想
の
発
生
、
と
そ
こ
に
は
幾
つ
か
の
山
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
中
で
同
じ
民
権
思
汐
の
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
第
一
・
第
二
と
第
三
と
の
聞
に
は
、
大
き
な
差
異
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
一
の
啓
濠
思
想
、
第
二
の
自
由
民
権
思
想
は
、
思
想
上
、
社
会
的
に
、
な
お
藩
閥
政
府
の
保
守
的
政
治
思
想
に
対
し
て
圧
倒
的
な
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
第
三
の
明
治
二
0
年
代
の
時
期
に
な
る
と
も
早
や
こ
の
期
の
思
想
は
国
民
の
思
想
を
決
定
的
に
左
右
す
る
程
の
力
を
も
の
も
の
と
は
云
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
国
権
論
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
移
行
が
目
立
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。今
日
に
至
る
ま
で
の
日
本
思
想
界
の
動
向
を
左
右
し
た
基
本
的
な
思
想
上
の
問
題
は
、
右
の
時
期
の
、
右
の
如
き
大
勢
の
中
に
略
々
出
そ
ろ
っ
た
観
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
日
程
、
歴
史
的
意
識
が
強
ま
り
、
歴
史
的
な
も
の
の
見
方
が
少
数
の
知
識
人
や
思
想
家
の
頭
脳
の
中
だ
け
で
な
く
大
衆
の
生
活
や
行
動
の
次
元
で
歴
史
を
ふ
り
返
り
未
来
を
設
計
す
る
思
想
が
根
づ
き
つ
つ
あ
る
時
代
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
歴
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
一
一
七
東
?羊
法
~\.l.l'. 
弓」
一
一
八
史
を
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
ん
な
目
的
で
見
る
か
と
い
う
問
題
、
つ
ま
り
歴
史
的
認
識
の
主
体
の
問
題
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史
主
義
の
個
性
化
的
認
識
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
ωに
お
い
て
述
べ
た
〉
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
法
則
化
的
認
識
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
ω参
照
)
に
対
し
て
、
生
活
経
験
の
中
で
直
観
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
事
実
や
事
態
を
解
決
・
克
服
・
対
決
・
実
現
な
ど
を
要
す
る
課
題
と
し
て
受
け
と
り
、
そ
れ
を
歴
史
的
現
実
に
即
し
た
問
題
認
識
へ
と
定
着
さ
せ
て
行
く
方
法
、
い
わ
ば
「
課
題
化
的
認
識
論
」
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る。
勿
論
、
法
則
化
的
認
識
の
方
法
に
し
て
も
、
個
性
化
的
認
識
の
方
法
に
し
て
も
本
来
的
に
は
課
題
的
認
識
の
た
て
ま
え
を
も
っ
た
方
法
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヒ
ス
ト
リ
ズ
ム
の
個
性
化
的
認
識
が
往
々
に
し
て
意
味
の
な
い
相
対
主
義
に
陥
い
る
危
険
が
あ
り
、
ま
た
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
そ
れ
自
身
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
現
実
の
展
開
と
い
う
も
の
を
認
識
の
面
で
も
消
化
す
る
力
が
充
分
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
は
屡
々
歴
史
を
先
験
的
な
原
理
の
図
式
的
な
展
開
と
し
て
、
い
わ
ば
上
か
ら
の
演
緯
と
し
て
促
ら
え
勝
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
双
方
の
危
険
を
避
け
る
た
め
の
認
識
の
方
法
が
こ
こ
に
云
う
課
題
化
的
認
識
の
方
法
で
あ
る
。
日
本
近
代
政
治
思
想
史
の
悲
劇
は
、
殊
に
明
治
二
0
年
代
以
降
、
前
向
き
の
政
治
思
惣
が
次
々
と
附
抑
圧
さ
れ
、
遂
に
は
国
民
思
恕
を
左
右
す
る
程
の
優
勢
を
か
ち
と
り
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
と
同
時
に
自
由
民
権
運
動
そ
れ
自
身
の
中
に
そ
う
し
た
方
向
へ
の
転
移
を
導
き
出
す
何
ら
か
の
萌
芽
を
含
ん
で
い
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。
民
主
主
義
思
想
復
活
の
時
代
と
考
え
ら
れ
る
今
日
の
日
本
の
思
想
状
況
を
勘
考
す
る
と
き
ー
そ
の
著
し
い
環
境
の
変
化
は
比
較
す
ベ
く
も
な
い
が
l
そ
う
し
た
大
勢
は
、
根
本
的
に
は
変
っ
て
い
な
い
。
五
日
々
が
、
解
決
し
、
克
服
し
、
対
決
し
、
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
体
何
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
課
題
化
的
認
識
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
明
治
初
期
の
民
権
運
動
H
政
党
運
動
は
、
よ
り
切
宍
に
五
叫
ん
べ
に
諮
り
か
け
て
来
る
。
を
わ
り
以
上
私
は
、
極
め
て
、
抽
象
的
に
、
主
と
し
て
歴
史
学
の
立
場
|
|
史
観
、
方
法
論
ー
ー
に
立
っ
て
二
、
三
の
意
見
を
述
べ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
の
外
に
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
存
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
殊
に
政
党
が
社
会
柴
田
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
、
社
会
学
的
な
政
党
論
、
歴
史
的
社
会
に
お
け
る
政
党
に
つ
い
て
の
論
究
は
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
政
党
学
と
い
う
よ
う
な
学
問
の
樹
立
は
一
体
ど
う
な
の
か
、
そ
う
い
う
学
の
存
在
に
つ
い
て
の
学
問
状
況
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
一
般
論
、
特
殊
研
究
、
を
含
め
て
、
学
問
的
体
系
化
が
、
社
会
科
学
特
有
の
研
究
法
に
て
ら
し
て
、
歴
史
・
理
論
・
政
策
と
い
う
三
部
門
の
各
部
か
ら
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
其
の
中
に
お
け
る
歴
史
的
部
門
の
研
究
が
こ
の
場
合
問
題
と
な
る
の
だ
が
。
し
か
し
、
私
は
、
今
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
一
々
詳
細
に
述
べ
る
余
裕
を
も
た
な
い
。
た
だ
視
点
の
据
え
方
に
よ
っ
て
多
く
の
問
題
点
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
と
こ
ろ
で
、
言
論
統
制
の
苛
烈
で
あ
っ
た
戦
前
に
あ
っ
て
は
、
民
権
運
動
H
政
党
運
動
等
を
そ
の
真
相
を
極
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
困
難
な
事
業
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
充
分
な
研
究
業
績
も
残
さ
れ
得
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
戦
後
の
学
界
は
、
主
力
を
基
礎
過
程
の
研
究
に
注
ぎ
、
一
般
に
上
部
構
造
の
解
明
を
お
ざ
な
り
に
し
て
来
た
憾
み
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
問
状
況
の
下
で
、
著
者
が
年
来
の
研
究
松
岡
八
郎
著
「
日
本
に
お
け
政
党
の
成
立
」
一
一
九
東
?羊
法
学
一二
O
を
学
界
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
、
数
少
い
政
党
史
の
研
究
と
し
て
、
戦
後
類
書
の
殆
ど
な
き
こ
と
を
考
え
合
せ
、
極
め
て
得
が
た
い
存
在
で
あ
ろ
う
。
日
頃
敬
愛
す
る
先
輩
に
対
す
る
気
や
す
さ
か
ら
、
つ
い
勝
手
な
放
言
を
数
多
く
述
べ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
本
書
の
弱
点
を
つ
く
に
急
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
弱
点
が
、
老
も
本
書
の
右
の
よ
う
な
存
在
を
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
「
学
問
の
道
の
い
か
に
速
い
か
を
思
う
」
(
は
し
が
き
)
と
、
学
問
の
厳
び
し
さ
を
卒
直
に
表
明
せ
ら
れ
て
い
る
著
者
の
誠
実
さ
と
、
そ
の
人
柄
に
思
い
を
い
た
す
に
つ
け
、
今
後
に
お
け
る
著
者
の
一
層
の
努
力
と
、
こ
の
分
野
の
研
究
の
完
成
を
心
か
ら
希
望
し
て
止
ま
な
い
。
な
お
、
著
者
は
、
本
書
以
前
に
「
自
由
党
小
史
」
を
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
こ
の
小
史
(
書
評
、
中
大
、
昭
和
三
八
・
四
・
白
門
、
因
。
頁
以
下
、
小
林
教
授
)
の
内
容
に
第
五
章
の
部
分
を
増
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
読
者
の
参
考
の
た
め
に
附
記
す
る
。
(
本
学
助
教
授
)
